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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
ある事象を引き起こす例 (正例)のデータ集合と,引き起こさない例 (負例)のデータ集合の組が与え
られたとき,なぜその事象が生起したと判断されるのかの説明をブール関数によって記述する問題は,人
工知能分野における知識獲得の-形式であり,学習理論や,データベース理論におけるデータ発掘 ･知識
発見の分野とも関連している｡本論文は,この間題についての基礎研究をまとめたものであり,得られた
主要な成果は以下の通りである｡
1.与えられたデータを説明するブール関数の存在を判定する問題を,ブール関数が正,ホーンあるい
はその他の特殊な構造を持つ場合について考察し,その基本的な性質を明らかにすると共に,計算の複雑
さを明らかにした｡
2.現実に得られるデータは,属性値の一部が分からなかったり誤りを含んでいる場合が多いことを考
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慮し,上の議論をそれらの場合に拡張し,計算の複雑さを解明した｡
3.得られた知識の安定性を示すため,内包関数と外包関数を導入し,それらの基本的な性質を明らか
にすると共に,2単調なクラスにおいては,これらの関数が多項式時間で構築可能であることを示した｡
4.知識を正関数に限定し,その同定問題に対して,最大潜伏度という概念を導入し,正関数のいくつ
かの部分クラスについて,この最大潜伏度を用いれば,効率のよい多項式時間同定アルゴリズムが設計で
きることを示した｡さらに,この結果を2単調なクラスに応用し,(現在のところ)最も高速な同定アル
ゴリズムの設計に成功した｡
このように,本論文は,従来から経験的に行われてきた知識獲得問題のいくつかの側面を,主にブール
関数と計算の複雑さの観点から解明したものであり,学術上,実際上寄与するところが少なくない｡よっ
て,本論文は博士 (工学)の学位論文として価値あるものと認める｡
また平成9年 1月20日,論文内容とそれに関連した事項について試問を行った結果,合格と認めた｡
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